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 要  旨 
 
極値グラフにおけるErdos-Stone の定理（1946年）はグラフ理論の分野だけでな
く, 理論計算機科学やそのほかの分野でも応用されている重要な定理である.  
1964年にErdos は, Erdos-Stone 定理のハイパーグラフにおける拡張版を証明し
た. この定理によると, 非常に多くの頂点と頂点に対してある一定以上の辺から
なるすべてのr-正則ハイパーグラフは, 極大な完全 r-部ハイパーグラフを部分
ハイパーグラフとして含む.  
 
我々は, 上記と同じ条件の下で, 任意のr-正則ハイパーグラフに, ほかの部集合
の大きさをほとんど変えることなく, ある特定の部集合だけを大きくした完全r-
部ハイパーグラフが部分ハイパーグラフとして存在することを証明した.  
この証明は1964年のErdos定理の拡張である.  
 
2007年NikiforovもErdosの定理を拡張した. 我々の結果はNikiforovと似た結果
であるが, Nikiforovとは独立に得た結果である. 我々の手法もNikiforovの手法
とは異なり, Nikiforovのグラフに関するErdos-Stone 定理の手法とErdos の1964
年の論文の手法を組み合わせることで我々の定理を証明した.  
 
結果に関して比較を行うと, 一意的にどちらの結果が優れているかは判別できな
いが, 我々の結果が条件によってNikiforov の結果に勝る場合がある.  
 
我々は次の定理を証明した.  
定理 
任意の2以上の整数r, 任意の0より真に大きい実数ε,βそしてr, ε，βによって
決まる整数nに対して頂点数n, 辺数t≧nr の任意のr-正則なハイパーグラフは完
全r-部ハイパーグラフを部分ハイパーグラフとして含む.  
ただし, この完全r-部ハイパーグラフのr-1個の部の頂点数は  で,  
ひとつの部の頂点数は  以上である.  
 
また、2008年に我々の結果のあとにKuroseもErdos の定理の拡張をまったく異な
った手法で得たが、結果に関して、我々の証明が強い結果を与えている。 
 
